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北朝鮮の核実験について

　自民党は、北朝鮮への「抑止力」を強調していますが、

こうした問題を解決するには、対話以外にないのではな

いでしょうか。

北朝鮮を、6か国協議のテーブルにつかせる努力をする

ことが、一番の近道でしょう。北朝鮮の最優先課題は日・

米への核攻撃ではなく、現体制維持と国際援助です。

　昨年一月、「米韓合同演習を中止するなら、核実験中
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被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名（新しい署名）と

全国一斉署名行動についての要請

　日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）は 3月 23日、東京都

内で記者会見を開き、「被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」をよび

かけました。署名は 4 月 1 日からスタートします。被爆者がよびか

ける署名は初めてのことです。

　「よびかけ」は、被爆者自らの悲惨な体験の上に、「悪魔の兵器」で

ある核兵器の廃絶を訴え、平均年齢80歳を超えた被爆者は、後世の

人々が生き地獄を体験しないように、「生きている間に何としても核

兵器のない世界を実現したい」と切望しており、その実現のために、

核兵器を禁止・廃絶する署名への賛同をよびかけています。世界数

億を目標に、毎年の国連総会に提出します。

　日本原水協は、被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名を「全面的に

支持し、積極的に協力」します。「核兵器を禁止し、廃絶する条約」

締結を求める一点で、思想・信条・垣根を超えた幅広い協力と共同

をめざします。

新しい署名運動の成功へ、以下の行動をよびかけます。

　　　　　　　　　　　記

1. 4月 6日、9日を新しい署名の全国一斉行動日として成功させましょう。

・すべての都道府県・市区町村で被爆者（団体）とともに、新

しい署名に踏み出しましょう。

2. 署名の全国的推進については、4月21日、22日に予定している

第 315回常任理事会で具体化・意思統一をはかります。各都道

府県では被爆者（団体）との懇談・協議をすすめ、新署名の構

想やとりくみの具体化をはかり、会議に持ち寄りましょう。

　テントの設営・飾りつけなどにご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　主なプログラム予定

　　　　　　　　　　　原爆パネル展

　　　　　　　　　　　「高橋久子物語」(茨大生制作による紙芝居)

　　　　　　　　　　　※ 連絡は原水協事務局まで

平和行進と世界大会への

　　 準備のお願い

５・３憲法フェスティバル実行委員会にご参加を！
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1.　平和行進について

 ・それぞれの地域で事前に実行委員会を　

立ち上げ、行進で通過する自治体にカンパ、

ペナント、署名や原爆パネルの購入・開催、首

長の行進参加とメッセージ　の要請をお願い

します。

 ・平和行進は6月30日に茨城に引き継が　

れます。特に、①6月30日(木)引き継　ぎ集

会②7月4日(月)県庁前集会③7月　13日(水)

百里平和公園の三つの集会を　成功させるた

め、多くの方にご参集の　呼びかけをお願い

します。　

2.　世界大会について

 ・今年の世界大会は広島大会がメインです。

海外からの観光ブームのため宿の確保が非常に難しいです。

このため、すでに 50名分を予約、確保しています。さらに、

今年は７月に参院選があります、準備を確実にお願いします。

今月４月中に代表を決定して下さい。大会は待ったなしです。

ブッシュ政権下の高官でジャパン・ハンドラーといわれる

アーミテージやラムズフェルドに旭日大綬章を贈った安倍内

閣です。アメリカの核の傘の下にいつまでも留まっていては

日本は滅亡してしまいます。

　4月13日(水)茨城「市民連合」発足会

　　　会場：茨城福祉会館

　　　18：00　開場

　　　18：30　開演

止の用意がある」の表明がありましたが、米は無視。先だって、米韓合同演習を

した直後に北朝鮮は核実験をしましたが、このような対応は最悪です。

　北朝鮮の瀬戸際外交は許せませんが、国連では核兵器禁止条約の交渉開始に賛

成しているのですから、私たちは「核兵器廃絶」へ向かわせる努力をしなければ

なりません。

　核が存在する限り、偶発的事故を含めて火種がなくなりません。核の使用は、

他の国の市民なら地獄に落としていい、との考え方です。これが「非人道的」で

なくてなんでしょうか。そのために「法」による支配が必要なのです。核保有国

とともに「核の傘」に依存する同盟国の役割が重要です。とりわけ被爆国日本

は、核保有国と同様一連の決議に反対、棄権しています。本来は核兵器の非人道

性を訴え、法的措置を主張していくべきです。

　被爆国でありながら「核抑止」に固執する態度は、核保有国への配慮であり、

国民への背信です。戦争法廃止と立憲主義の回復の運動と連帯し、被爆者ととも

に歩んでいきましょう。

・参考（前衛16.4月号）
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核兵器廃絶署名

　49,237筆

(4/1日現在)



　　　　　一番人気は、2015

　平和行進を描いたﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ

「一歩でも二歩でも」。また、「戦後

70年語り継ぐ戦争」、原爆症集団訴訟

の記録「おりづる」「被爆70年 2015

　　NPT・核兵器のない世界の実現へ」、　

　　「その時歴史が動いた3000万署名

　　　大国を揺るがす」など。音楽CD

　　　「僕の作る道」もあります。

　　　どうぞお申し込みくだ

　　　　　　　さい。

ロンゲラップ環礁元上院議員アバッカ・アンジャインさんのお話

を紹介します。(ビキニデー大会2月28日 -国際会議で)

初来日そして連帯

私が初来日、焼津に来たのは 2000 年

でした。当時私はロンゲラップ選出の上

院議員に当選したばかりで、世界の核問

題やマーシャル諸島の問題、人権を守る

ことの意味や人権侵害も今日まで教えて

くれたのはみなさんでした。マーシャル

全員、みなさんの真の友情に心から感謝

しています。

以来、みなさんの足跡をたどりなが

ら、たくさんの活動を積み重ねてきまし

た。今年初めて、3 月 1 日の核被害者追

悼デーは政府よりも NGO が中心になっ

て組織されます。

そして今年初めて核被害者追悼行事

を、クワジェレン環礁イバイ島でも行な

います。また、マーシャル諸島政府によ

る核保有国の提訴について国際司法裁判

所（ICJ）で審理が行われます。

核実験のモルモットに

アメリカは、わが国政府が要請した、

多くの新たな被害事例への追加補償を求

めた「状況変化申し立て（C h a n g e d
Circumsances Petitions）」を拒否し、被ば

く者に対する医療プログラムの改善も

行っていません。しかしICJへの提訴は、

被ばく者問題に終止符を打ち、新たな出

発点となるかもしれないという希望をも

たらしています。ロンゲラップの女性た

ちは、アメリカが「世界平和のため」と

して核実験を行い世界の超大国になるた

めの犠牲にされ、大変な苦しみを経験し

てきました。

1954年 3月 1日、ビキニ環礁から 300
マイルの所にあるロンゲラップ環礁と、

ビキニから約 100 マイルの所を航行中

だった第五福竜丸はどちらも、「ブラ

ボー実験」で汚染されました。これが日

本とマーシャルの人々の生活を永遠に変

えてしまったのでした。

ベティ・エドモンド

今回、私はベティ・エドモンドの話を

したいと思います。

ブラボー実験の時、彼女は12歳でし

た。降ってきた死の灰を雪か石けんと

思い、手にすくって髪の毛や顔、腕など

にこすりつけて遊びました。その日遅

く、子供たちは助けを求めかゆく転げ

回り、吐き気と下痢に苦しみました。診

てくれる医者も薬もない中で、島の82

人は、苦しみを和らげるためにできる

ことは何でもしました。3日後、アメリ

カ人がやってきて、島民をクワジェレ

ン基地に避難させました。そこでは、放

射線の影響を研究する4・1プロジェク

トが始まっていたのです。島民はそこ

に3か月間留め置かれ、その後マジュロ

環礁のエジット島に移され、1957年ま

でそこで暮らした後、ロンゲラップに

帰島させられたのです。1985年、ロン

ゲラップ島民は汚染から逃れるために、

クワジェレン環礁のメジャット島に移

住、現在もそこで暮らしています。

ベティは流民の生活を強いられ、子

供のころからいつも恐怖にさいなまれ

てきました。彼女は被ばく以来、米エネ

ルギー省が自分を治療しているか研究

しているか、いつも疑っていました。

今ベティは乳がんを患い、ホノルル

で治療を受けています。彼らは、甲状腺

癌、乳癌、結腸癌、胃がん、肝臓がん、

そして糖尿病や血球数の低下などの病

気も検査します。しかし、彼女は昨年の

11月に初めて癌を知らされ、その時す

でに進行しており、手術が必要で、治療

には4か月かかることを知りました。彼

女は乳がん前に二度甲状腺の手術を受

け、流産も幾度か経験、夫もガンでなく

なりました。これがベティの人生です。

核兵器に向き合って

茨城県原水協ではこのほど、

ビデオ&CDライブラリーを開設しました。

　　編  集  後  記

「三寒四温」の日々が続いています。

春は「スプリング」。文字通り、心がバ

ネの様に心はずむ季節ですが、一方で

花粉に悩まされている方も多い。

しかし、もっと悩まされるのは「ア

ベ・クーデター」。これを一刻も早く食

い止めないと大変。なにしろ「日本の

核の保有、使用も現憲法上許される」

というのですから。

何かといえば中国・北朝鮮を危険視

しますが、獅子身中の虫に用心しなく

ては。(柳)

２０１６年３・１ビキニデー集会に参加して民青同盟茨城県委員会／高橋誠一郎

今年の３・１ビキニデー集会は、安倍政権が安保法制（戦争法）を強行成立させてから初めてと

なる集会でした。私自身、最近の激動の政治情勢の下で今回の集会に参加できたことと、全国の

「核・戦争できる国づくり」に反対する活動が草の根で展開し、その様子を知ることができたこと

は大きな収穫でした。特に、全体会での被爆者の方々によるアピールで、「生きているうちに核兵

器廃絶を」という呼びかけのもと、新しい署名活動に取り組むことが報告されたことは、私自身、

戦争や核兵器による被害を風化させてはならないという思いを強め、戦争体験を語り継いでいく若

者の責任を痛感しました。

分科会では、「若い力で核兵器のない世界と戦争法の廃止を」に参加し、2000万人統一署名や核

兵器廃絶を求める署名に取り組むにあたっての「コツ」を知ることができ、世論の高まりを知らせ

ることが重要であるという署名の意義や、テクニックよりも強い気持ちが重要である、という心得

を学びました。これからの民青同盟での署名活動に大いに役立てていきたいと思います。

今回のビキニデー集会への参加で、核兵器の廃絶、戦争法廃止の重要性を再認識しました。ビキ

ニデー集会で学んだことを、参加することができなかった、共に活動する茨城の仲間に知らせてい

きたいと思います。

早く死なないで運が良かったと言われるかもしれま

せんが、その分苦しみは長く続きます。彼女は島民が

ロンゲラップに戻ることも支持していません。帰島す

るにはまだ十分でないと考えているのです。ロンゲ

ラップのインフラを整備することだけでなく食料安全

計画、経済発展も必要です。そして何よりも、放射能

の汚染除去が米国、マーシャル諸島政府、ロンゲラッ

プ環礁自治体と人々の間で合意された安全基準を満た

すまで、きちんと行われるべきです。

ベティが強い心をもって生きていてくれて、控えめ

ながらも、自分の経験を話してくれたことに感謝しま

す。話をすることは時には困難です。というのも、人々

に放射能による真の被害を理解してもらうためには、

マーシャルの伝統的な慣習も破らなければならない時

があるからです。ベティ、あなたは私たちの英雄であ

り、あなたの人生のたたかいは、私たちと世界のため

のたたかいです。私の叔父であるジョン・アンジャイ

ン、ネルソン・アンジャイン、私の父、ジェトン・ア

ンジャイン、いとこのリジョン・エクニランらと同様、

私たちはあなたを決して忘れません。

最後に、ブラボー実験が私たちに与えた被害を風化

させてはなりません。このようなことが再び起これば、

その傷跡は数百年を超えて続くからです。私たちの先

人たちを大切にし、お互いに連帯し、核兵器が二度と

使用されることがない世界を実現しましょう。


